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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成29年11月2日(2017.11.2)

【公開番号】特開2017-164630(P2017-164630A)
【公開日】平成29年9月21日(2017.9.21)
【年通号数】公開・登録公報2017-036
【出願番号】特願2017-130557(P2017-130557)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３２０　

【手続補正書】
【提出日】平成29年8月25日(2017.8.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技球の始動入賞を契機とし乱数を取得する乱数取得手段と、
　前記乱数に基づき抽選を実行する抽選手段と、
　前記始動入賞の成立後、図柄の変動を開始するための開始条件が成立するまでの間、取
得された前記乱数を所定数まで保留記憶する保留記憶手段と、
　前記開始条件が成立すると、前記図柄の変動を開始して前記抽選手段による抽選の結果
を停止図柄として図柄表示装置に表示させる図柄制御手段と、
　前記開始条件の成立の前に、前記保留記憶手段に記憶される前記乱数が当りとなるかを
判定する先読み判定手段と、
　前記先読み判定手段による判定結果が前記当りと判定された場合に、前記図柄制御手段
による結果の表示よりも前に前記当りとなることを示唆する示唆演出を実行可能な示唆演
出実行手段と、
　を備え、
　前記示唆演出実行手段による前記示唆演出は段階的に変化可能な段階表示を、所定段階
を上限に複数回実行する段階演出であり、
ｖ前記先読み判定手段により判定結果が前記当りと判定された前記乱数よりも前に前記保
留記憶手段に記憶された前記乱数に基づく図柄の変動において出力される前記段階表示に
より前記当りとなることを前記段階演出として示唆する事前演出と、
　前記先読み判定手段により判定結果が前記当りと判定された前記乱数に基づく前記図柄
の変動において、前記事前演出にて出力される前記段階表示を複数回実行することで事前
に前記当りとなることを前記段階演出として示唆する特定演出と、
　を含み、
　前記事前演出の実行によって出力された前記段階表示の段階を引き継いで前記特定演出
を実行し、前記段階表示を前記所定段階にすることで、前記示唆演出による示唆を補完す
るように演出可能にしている
　ことを特徴とする遊技機。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　従来のパチンコ機では、この遊技盤の遊技領域に発射された遊技球が始動口（第一始動
口）に入球（以下「始動入賞」ともいう）すると、この始動入賞を契機として大当り抽選
を実行し、これに当選すると、遊技者にとって有利な特別遊技状態に移行する。この特別
遊技状態において、従来のパチンコ機では、遊技者に対し、遊技球の払い出しを含め、様
々な特典を供与する。特別遊技状態が終了すると、従来のパチンコ機では、遊技領域に発
射された遊技球の一部が第一始動口へ入球する一方、その遊技領域の下部に配置された一
対の可動片が開放状態と閉鎖状態とを繰り返し、この開放状態において受け入れられた遊
技球が第二始動口に入球（以下「始動入賞」ともいう）すると、上記同様に大当り抽選を
実行する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
　従来のパチンコ機では、上述した始動入賞を契機とする始動条件の成立後、図柄表示装
置において図柄の変動表示を開始するものの、この始動条件が成立した時点においてそれ
以前の図柄の変動が開始済であると、実際に図柄の変動を開始するための開始条件が成立
するまでの間に亘り図柄の変動を始動情報として記憶しており、この開始条件が成立した
後に図柄の変動を開始する。従来のパチンコ機では、通常遊技状態のみならず、一対の可
動片が開放状態と閉鎖状態とを繰り返している状態においても、始動情報の記憶数（保留
球の球数）が多くなると図柄の変動時間を通常よりも短縮する機能を備えている（例えば
特許文献１参照）。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－１４３６２８号公報
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　以上のように、従来のパチンコ機では、稼働率を上げるために、保留球が多くなると図
柄の変動時間を短くする一方、遊技が停止していると遊技者に感じさせないようにするた
めに、保留球が少なくなると図柄の変動時間を比較的長くしている。このように図柄の変
動時間を比較的長くした場合、従来のパチンコ機では、図柄の変動が間延びしたように遊
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技者に感じさせないために、複数の図柄変動に亘って一定のテンポまたはリズムを維持す
るための所定の演出を実行することも考えられるが、このような所定の演出を実行した場
合でも、保留球の数の状態によっては意図した演出効果を発揮しにくくなるおそれがあっ
た。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　そこで、本発明は、テンポ良くリズム感のある演出を実現し、遊技者の興趣を低下しに
くくすることを目的とするものである。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記した目的を達成するため、本発明は、遊技球の始動入賞を契機とし乱数を取得する
乱数取得手段と、前記乱数に基づき抽選を実行する抽選手段と、前記始動入賞の成立後、
図柄の変動を開始するための開始条件が成立するまでの間、取得された前記乱数を所定数
まで保留記憶する保留記憶手段と、前記開始条件が成立すると、前記図柄の変動を開始し
て前記抽選手段による抽選の結果を停止図柄として図柄表示装置に表示させる図柄制御手
段と、前記開始条件の成立の前に、前記保留記憶手段に記憶される前記乱数が当りとなる
かを判定する先読み判定手段と、前記先読み判定手段による判定結果が前記当りと判定さ
れた場合に、前記図柄制御手段による結果の表示よりも前に前記当りとなることを示唆す
る示唆演出を実行可能な示唆演出実行手段と、を備え、前記示唆演出実行手段による前記
示唆演出は段階的に変化可能な段階表示を、所定段階を上限に複数回実行する段階演出で
あり、前記先読み判定手段により判定結果が前記当りと判定された前記乱数よりも前に前
記保留記憶手段に記憶された前記乱数に基づく図柄の変動において出力される前記段階表
示により前記当りとなることを前記段階演出として示唆する事前演出と、前記先読み判定
手段により判定結果が前記当りと判定された前記乱数に基づく前記図柄の変動において、
前記事前演出にて出力される前記段階表示を複数回実行することで事前に前記当りとなる
ことを前記段階演出として示唆する特定演出と、を含み、前記事前演出の実行によって出
力された前記段階表示の段階を引き継いで前記特定演出を実行し、前記段階表示を前記所
定段階にすることで、前記示唆演出による示唆を補完するように演出可能にしていること
を特徴とする遊技機である。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
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【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
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【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
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【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　本発明に係る遊技機は、テンポ良くリズム感のある演出を実現し、遊技者の興趣を低下
しにくくすることができる。


	header
	written-amendment

